
　
　
　
　
天
智
の
定
め
た
「
不
改
常
典
」
と
「
法
」

大　

町　
　

健　

は
じ
め
に

　

前
稿
﹁
違
勅
罪
の
成
立
と
不
改
常
典
・
和
同
開
珎
︶
1
︵

﹂
に
お
い
て
、
違
勅
罪

と
の
関
連
で
﹁
不
改
常
典
﹂
に
も
言
及
し
、
和
銅
年
間
に
天
皇
の
意
思
に
違

反
す
る
こ
と
を
罰
す
る
違
勅
罪
が
成
立
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
に
先
立
つ
元
明

即
位
宣
命
に
お
い
て
天
皇
の
意
思
に
よ
る
譲
位
︶
2
︵

で
あ
る
﹁
不
改
常
典
﹂
が
登

場
す
る
こ
と
と
の
関
連
を
論
じ
た
。

　

改
め
て
﹁
不
改
常
典
﹂
そ
の
も
の
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
と
き
、﹁
不

改
常
典
﹂
と
同
じ
く
天
智
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
﹁
法
﹂
が
桓
武

即
位
宣
命
に
お
い
て
登
場
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。﹁
不
改
常
典
﹂
と
﹁
法
﹂

を
め
ぐ
る
学
説
の
研
究
史
︶
3
︵

に
お
い
て
は
、
次
の
点
が
論
点
と
さ
れ
て
き
た
。

①
皇
位
継
承
法
か
非
皇
位
継
承
法
か
、
皇
位
継
承
法
と
す
る
場
合
に
は
直
系

︵
嫡
系
︶
継
承
法
・
皇
太
子
制
・
天
皇
意
思
に
よ
る
譲
位
か
、
非
皇
位
継
承

法
と
す
れ
ば
近
江
令
・
大
宝
令
・
其
の
他
か
。
②
天
智
が
定
め
た
の
か
天
智

に
仮
託
さ
れ
た
か
。
③
﹁
不
改
常
典
の
法
︶
4
︵

﹂
と
﹁
法
﹂
は
同
じ
も
の
か
、
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
明
確
な
論
理
を
展
開
す
る
の
は
早
川
庄
八
氏
︶
5
︵

で

あ
る
。
氏
の
議
論
を
手
が
か
り
に
、以
下
天
智
の
定
め
た﹁
不
改
常
典
﹂と﹁
法
﹂

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
氏
の
議
論
は
、①
天
智
が
定
め
た﹁
法
﹂

が
登
場
す
る
桓
武
の
即
位
宣
命
は
、
以
後
な
が
く
歴
代
天
皇
の
即
位
宣
命
の

模
範
と
さ
れ
踏
襲
さ
れ
た
。
②
天
智
の
初
め
定
め
た
﹁
法
﹂
は
継
承
の
事
実

か
ら
し
て
直
系
の
継
承
法
で
も
嫡
系
の
継
承
法
で
も
な
い
。
③
他
の
即
位
宣

命
と
違
い
光
孝
の
即
位
宣
命
は
、
天
皇
位
は
天
智
の
初
め
定
め
て
﹁
法
﹂
で

あ
る
と
し
、
こ
の
即
位
宣
命
は
他
に
比
し
て
特
異
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
書
き
か
え
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
﹁
法
﹂
が
、
天
皇
位
そ
の
も
の
、
あ

る
い
は
そ
の
あ
り
か
た
、
そ
の
位
置
づ
け
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
す
べ

て
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
④
﹁
法
﹂
は
、
桓
武
以

降
の
天
皇
は
み
ず
か
ら
の
王
統
を
天
智
を
宗
祖
と
し
光
仁
を
始
祖
と
し
て
お

り
、
種
々
な
面
か
ら
八
世
紀
的
な
も
の
、
天
武
系
的
な
も
の
を
払
拭
し
よ
う

と
し
て
い
た
。
八
世
紀
の
天
武
系
の
諸
天
皇
は
、
そ
の
権
威
と
権
力
の
基
盤

を
、
律
令
法
に
よ
っ
て
絶
対
化
さ
れ
た
専
制
君
主
と
し
て
の
地
位
に
求
め
る

と
と
も
に
、
い
ま
だ
に
畿
内
政
権
の
首
長
す
な
わ
ち
大
王
と
し
て
の
地
位
に

こ
れ
を
求
め
て
い
た
。
天
智
系
の
諸
天
皇
は
、
後
者
を
払
拭
し
、
前
者
の
み

に
自
己
の
権
力
と
権
力
の
基
盤
を
お
こ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、﹁
近

江
令
﹂
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
⑤
天
武
系
の
諸
天
皇
の
即
位
宣
命
な
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ど
に
あ
ら
わ
れ
る
天
智
の
﹁
不
改
常
典
﹂
の
﹁
法
﹂
は
、
天
武
―
草
壁
―
文

武
―
聖
武
―
孝
謙
の
天
武
直
系
の
皇
位
継
承
法
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

氏
の
議
論
は
極
め
て
論
理
が
明
確
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
重
要
な

前
提
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
具
体
的
な
即
位
宣
命
の
内
容
と
は
齟
齬
す
る

点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
早
川
氏
の
議
論
の
検
討
を
通
じ
て
、
天
智
の
定

め
た
﹁
不
改
常
典
﹂
と
﹁
法
﹂
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課

題
で
あ
る
。第

一
章　

桓
武
即
位
宣
命
と
王
統

　

天
智
の
定
め
た
﹁
法
﹂
は
、
天
武
系
的
な
も
の
を
払
拭
し
よ
う
と
す
る
こ

と
か
ら
登
場
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
天
智
を
宗
祖
と
し
光
仁
を
始
祖
と

す
る
王
統
を
意
識
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
淳
仁
・
光
仁
・
桓
武
の
即
位
宣

命
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

◯
淳
仁
即
位
宣
命︵﹃
続
日
本
紀
﹄天
平
宝
字
二
年︵
七
五
八
︶八
月
庚
子
朔
条
︶

明
神
大
八
洲
所
知
天
皇
詔
旨
︿
良
麻
止
﹀
宣
勅
親
王
諸
王
諸
臣
百
官
人
等
天

下
公
民
衆
聞
食
宣
。
掛
畏
現
神
坐
倭
根
子
天
皇
我
皇
此
天
日
嗣
高
御
座
之
業

︿
乎
﹀
拙
劣
朕
︿
尓
﹀
被
賜
︿
弖
﹀
仕
奉
︿
止
﹀
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
閇
波
﹀

頂
︿
尓
﹀
受
賜
︿
利
﹀
恐
︿
美
﹀
受
賜
︿
利
﹀
懼
進
︿
母
﹀
不
知
︿
尓
﹀
退

︿
母
﹀
不
知
︿
尓
﹀
恐
︿
美
﹀
坐
︿
久
止
﹀
宣
天
皇
勅
衆
聞
食
宣
。
然
皇
坐
︿
弖
﹀

天
下
治
賜
君
者
賢
人
︿
乃
﹀
能
臣
︿
乎
﹀
得
︿
弖
之
﹀
天
下
︿
乎
波
﹀
平
︿
久
﹀

安
︿
久
﹀
治
物
︿
尓
﹀
在
︿
良
之
止
奈
母
﹀
聞
行
︿
須
﹀。
故
是
以
大
命
坐

宣
︿
久
﹀。
朕
雖
拙
弱
。
親
王
始
︿
弖
﹀
王
臣
等
︿
乃
﹀
相
穴
︿
奈
比
﹀
奉
︿
利
﹀

相
扶
奉
︿
牟
﹀
事
依
︿
弖
之
﹀
此
之
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
夫
﹀
食
国
天
下
之

政
者
平
︿
久
﹀
安
︿
久
﹀
仕
奉
︿
倍
之
止
奈
母
﹀
所
念
行
︿
須
﹀。
是
以
無

諂
欺
之
心
以
忠
赤
之
誠
食
国
天
下
之
政
者
衆
助
仕
奉
︿
止
﹀
宣
天
皇
勅
衆
聞

食
宣
。
辞
別
宣
︿
久
﹀。
仕
奉
人
等
中
︿
尓
﹀
自
何
仕
奉
状
隨
︿
弖
﹀
一
二

人
等
冠
位
上
賜
︿
比
﹀
治
賜
︿
夫
﹀。
百
官
職
事
已
上
及
太
神
宮
︿
乎
﹀
始
︿
弖
﹀

諸
社
禰
宜
祝
︿
尓
﹀
大
御
物
賜
︿
夫
﹀。
僧
綱
始
︿
弖
﹀
諸
寺
師
位
僧
尼
等
︿
尓
﹀

物
布
施
賜
︿
夫
﹀。
又
百
官
司
︿
乃
﹀
人
等
諸
国
兵
士
鎭
兵
伝
駅
戸
等
今
年

田
租
免
賜
︿
久
止
﹀
宣
天
皇
勅
衆
聞
食
宣
。

○
光
仁
即
位
宣
命
︵﹃
続
日
本
紀
﹄
宝
亀
元
年
︵
七
七
〇
︶
十
月
己
丑
朔
条
︶

天
皇
詔
旨
勅
命︿
乎
﹀親
王
諸
王
諸
臣
百
官
人
等
天
下
公
民
衆
聞
宣
。
掛︿
母
﹀

恐
︿
伎
﹀
奈
良
宮
御
宇
倭
根
子
天
皇
去
八
月
︿
尓
﹀
此
食
国
天
下
之
業
︿
乎
﹀

拙
劣
朕︿
尓
﹀被
賜
而
仕
奉︿
止
﹀負
賜
授
賜︿
伎
﹀勅
天
皇
詔
旨︿
乎
﹀頂︿
尓
﹀

受
被
賜
恐
︿
美
﹀
受
被
賜
懼
進
︿
母
﹀
不
知
︿
尓
﹀
退
不
知
︿
尓
﹀
恐
︿
美
﹀

坐
︿
久
止
﹀
勅
命
︿
乎
﹀
衆
聞
宣
。
然
此
︿
乃
﹀
天
日
嗣
高
御
座
之
業
者
天

坐
神
地
坐
神
︿
乃
﹀
相
宇
豆
︿
奈
比
﹀
奉
相
扶
奉
事
︿
尓
﹀
依
︿
弖
志
﹀
此

座
者
平
安
御
坐
︿
弖
﹀
天
下
者
所
知
物
︿
尓
﹀
在
︿
良
之
﹀
止
奈
母
所
念
行

︿
須
﹀。
又
皇
坐
而
天
下
治
賜
君
者
賢
臣
能
人
︿
乎
﹀
得
而
︿
志
﹀
天
下
︿
乎
波
﹀

平
安
治
物︿
尓
﹀在︿
良
志
止
奈
母
﹀聞
看
行︿
須
﹀。
故
是
以
大
命
坐
勅︿
久
﹀。

朕
雖
拙
弱
親
王
始
而
王
臣
等
︿
乃
﹀
相
穴
︿
奈
比
﹀
奉
相
扶
奉
︿
牟
﹀
事
︿
尓
﹀

依
而
︿
志
﹀
此
之
負
賜
授
賜
食
国
天
下
之
政
者
平
安
仕
奉
︿
止
奈
母
﹀
所
念

行
︿
須
﹀。
故
是
以
衆
淨
明
心
正
直
言
以
而
食
国
政
奏
︿
比
﹀
天
下
公
民
︿
乎
﹀

2天智の定めた「不改常典」と「法」　大町　健



惠
治
︿
倍
之
止
奈
母
﹀
所
念
行
︿
須
止
﹀
勅
天
皇
命
衆
聞
食
宣
。
辞
別
詔
。

今
年
八
月
五
日
肥
後
国
葦
北
郡
人
日
奉
部
広
主
売
献
白
亀
。
又
同
月
十
七
日

同
国
益
城
郡
人
山
稻
主
献
白
亀
。
此
則
並
合
大
瑞
。
故
天
地

大
瑞
者
受
被

賜
歓
受
被
賜
可
貴
物
︿
尓
﹀
在
。
是
以
改
神
護
景
雲
四
年
爲
宝
亀
元
年
。
又

仕
奉
人
等
中︿
尓
﹀志
何
仕
奉
状
隨︿
弖
﹀一
二
人
等
冠
位
上
賜︿
比
﹀治
賜︿
布
﹀。

又
大
赦
天
下
。
又
天
下
六
位
已
下
有
位
人
等
給
位
一
階
。
大
神
宮
始
︿
弖
﹀

諸
社
之
禰
宜
等
給
位
一
階
。⌇
又
僧
綱
始
︿
弖
﹀
諸
寺
師
位
僧
尼
等
︿
尓
﹀
御

物
布
施
賜
︿
布
﹀。
又
高
年
人
等
養
賜
。
又
困
乏
人
等
惠
賜
︿
布
﹀。
又
孝
義

有
人
等
其
事
免
賜
。
又
今
年
天
下
田
租
免
賜
︿
久
止
﹀
宣
天
皇
勅
衆
聞
食
宣
。

○
桓
武
即
位
宣
命
︵﹃
続
日
本
紀
﹄
天
応
元
年
︵
七
八
一
︶
四
月
癸
夘
条
︶

明
神
︿
止
﹀
大
八
洲
所
知
天
皇
詔
旨
︿
良
万
止
﹀
宣
勅
親
王
諸
王
百
官
人
等

天
下
公
民
衆
聞
食
宣
。
挂
畏
現
神
坐
倭
根
子
天
皇
︿
我
﹀
皇
此
天
日
嗣
高
座

之
業
︿
乎
﹀
掛
畏
近
江
大
津
︿
乃
﹀
宮
︿
尓
﹀
御
宇
︿
之
﹀
天
皇
︿
乃
﹀
勅

賜
︿
比
﹀
定
賜
︿
部
流
﹀
法
隨
︿
尓
﹀
被
賜
︿
弖
﹀
仕
奉
︿
止
﹀
仰
賜
︿
比
﹀

授
賜
︿
閉
婆
﹀
頂
︿
尓
﹀
受
賜
︿
利
﹀
恐
︿
美
﹀
受
賜
︿
利
﹀
懼
進
︿
母
﹀

不
知
︿
尓
﹀
退
︿
母
﹀
不
知
︿
尓
﹀
恐
︿
美
﹀
坐
︿
久
止
﹀
宣
天
皇
勅
衆
聞

食
宣
。
然
皇
坐
︿
弖
﹀
天
下
治
賜
君
者
賢
人
︿
乃
﹀
能
臣
︿
乎
﹀
得
︿
弖
之
﹀

天
下
︿
乎
婆
﹀
平
︿
久
﹀
安
︿
久
﹀
治
物
︿
尓
﹀
在
︿
良
之
止
﹀
奈
母
聞
行
︿
須
﹀。

故
是
以
大
命
坐
宣
︿
久
﹀。
朕
雖
拙
劣
親
王
始
︿
弖
﹀
王
臣
等
︿
乃
﹀
相
穴

︿
奈
比
﹀
奉
︿
利
﹀
相
扶
︿
牟
﹀
事
依
︿
弖
之
﹀
此
之
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
夫
﹀

食
国
天
下
之
政
者
平
︿
久
﹀
安
︿
久
﹀
仕
奉
︿
倍
之
止
奈
母
﹀
所
念
行
。
是

以
無
諂
欺
之
心
以
忠
明
之
誠⌇
天
皇
朝
廷
︿
乃
﹀
立
賜
︿
部
流
﹀
食
国
天
下
之

政
者
衆
助
仕
奉
︿
止
﹀
宣
天
皇
勅
衆
聞
食
宣
。
辞
別
宣
︿
久
﹀。
朕
一
人
︿
乃

未
也
﹀
慶
︿
之
岐
﹀
貴
︿
岐
﹀
御
命
受
賜
︿
牟
﹀。
凡
人
子
︿
乃
﹀
蒙
福
︿
麻

久
﹀
欲
爲
︿
流
﹀
事
︿
波
﹀
於
夜
︿
乃
﹀
多
米
︿
尓
止
﹀
奈
母
聞
行
︿
須
﹀。

故
是
以
朕
親
母
高
野
夫
人
︿
乎
﹀
稱
皇
太
夫
人
︿
弖
﹀
冠
位
上
奉
︿
利
﹀
治

奉
︿
流
﹀。
又
仕
奉
人
等
中
︿
尓
﹀
自
何
仕
奉
状
隨
︿
弖
﹀
一
二
人
等
冠
位

上
賜
︿
比
﹀
治
賜
︿
夫
﹀。
又
大
神
宮
︿
乎
﹀
始
︿
弖
﹀
諸
社
禰
宜
祝
等
︿
尓
﹀

給
位
一
階
。
又
僧
綱︿
乎
﹀始︿
弖
﹀諸
寺
智
行
人
及
年
八
十
已
上
僧
尼
等︿
尓
﹀

物
布
施
賜
︿
夫
﹀。
又
高
年
窮
乏
孝
義
人
等
治
賜
養
賜
︿
夫
﹀。
又
天
下
今
年

田
租
免
賜
︿
久
止
﹀
宣
天
皇
勅
衆
聞
食
宣
。

　
　
　

部
分
が
共
通
す
る
部
分
で
あ
る
。
一
見
し
て
、
桓
武
即
位
宣
命
は
、

光
仁
即
位
宣
命
よ
り
も
、
淳
仁
即
位
宣
命
に
共
通
点
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
桓
武
即
位
宣
命
に
お
け
る
天
智
の
定
め
た
﹁
法
﹂
が
、
天

智
の
顕
彰
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
桓
武
即
位
宣
命

︵
さ
ら
に
そ
れ
を
継
承
す
る
桓
武
以
降
の
天
皇
︶
は
、
早
川
氏
の
想
定
と
は

違
っ
て
、
桓
武
の
王
統
の
始
祖
で
あ
る
光
仁
の
即
位
宣
命
で
は
な
く
、
天
武

系
の
淳
仁
天
皇
の
即
位
宣
命
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
八
木
充
氏︶

6
︵

に
よ
れ
ば
、
淳
仁
の
即
位
宣
命
は
、
以
後
の
そ
れ
の
一
種
の
規
範
的
な
位
置

を
占
め
、
内
容
的
に
宣
命
文
の
固
定
化
を
も
た
ら
す
端
緒
と
な
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

　

桓
武
が
天
智
系
皇
統
を
志
向
し
た
表
れ
と
さ
れ
る
も
の
に
光
仁
の
改
葬
が

あ
る
。
延
暦
五
年
︵
七
八
六
︶
一
〇
月
に
、
桓
武
は
光
仁
を
、
最
初
に
埋
葬

し
た
後
佐
保
山
陵
と
も
よ
ば
れ
聖
武
や
光
明
皇
后
が
眠
る
佐
保
山
中
に
あ
る
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広
岡
山
陵
か
ら
、
光
仁
の
父
施
基
親
王
の
墓
が
あ
る
田
原
へ
改
葬
し
た
︶
7
︵

。
桓

武
即
位
か
ら
五
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
改
葬
が
天
智
系
皇
統
を
意
識
し

た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
天
応
二
年
︵
七
八
二
︶
閏
正
月
の
氷
上
川
継
謀

反
事
件
と
い
う
天
武
系
皇
統
の
粛
正
の
政
治
闘
争
を
経
て
お
こ
な
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
桓
武
が
光
仁
を
ま
ず
は
後
佐
保
山
陵
に
葬
っ
た
こ
と
か
ら
し
て

も
、
桓
武
即
位
時
の
宣
命
に
天
武
系
皇
統
か
ら
の
決
別
を
見
よ
う
と
す
る
こ

と
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
桓
武
即
位
宣
命
が
淳
仁
即
位

宣
命
を
前
提
と
し
て
い
る
以
上
、
天
武
系
・
天
智
系
を
問
題
に
す
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
淳
仁
即
位
宣
命
が
即
位
宣
命
定
式
化
の
出
発
に

な
る
こ
と
の
意
味
を
問
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

第
二
章　

即
位
宣
命
の
定
式
化
と
譲
位
宣
命

　

即
位
宣
命
が
定
式
化
さ
れ
る
の
は
、
譲
位
宣
命
が
登
場
し
、
新
天
皇
の
正

統
性
が
譲
位
宣
命
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
た
ゆ
え
で
あ
る
と
さ
れ
る
︶
8
︵

。
さ

ら
に
桓
武
即
位
に
あ
た
っ
て
譲
位
と
即
位
の
宣
命
宣
読
が
別
の
日
に
行
わ

れ
、
桓
武
に
お
け
る
譲
位
宣
命
の
登
場
が
そ
の
後
の
譲
位
儀
の
先
蹤
と
な
っ

た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
︶
9
︵

。
譲
位
宣
命
は
、
淳
仁
即
位
時
の
孝
謙
譲

位
宣
命
︵﹃
続
日
本
紀
﹄
天
平
宝
字
二
年
︵
七
五
八
︶
八
月
庚
子
朔
条
︶
に

遡
る
︶
10
︵

。﹁
高
野
天
皇
禪
位
於
皇
太
子
。
詔
曰
。﹂
と
、
即
位
宣
命
と
は
別
の
宣

命
と
し
て
、﹃
続
日
本
紀
﹄
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
同
日
条
の
淳
仁
即
位
宣

命
は
、﹁
是
日
。
皇
太
子
受
禪
即
天
皇
位
於
大
極
殿
。
詔
曰
。﹂
と
し
て
い
る
。

﹃
大
日
本
古
文
書
﹄
四
ノ
二
八
五
頁
に
所
収
さ
れ
た
孝
謙
讓
位
宣
命
に
は
﹁
内

召　

五
位
以
上　

宣
命
﹂
と
あ
り
、
大
極
殿
で
宣
せ
ら
れ
た
淳
仁
即
位
宣
命

と
は
全
く
別
に
、
五
位
以
上
の
貴
族
に
宣
告
さ
れ
た
宣
命
で
あ
る
。

　

孝
謙
即
位
時
に
お
い
て
も
聖
武
譲
位
宣
命
が
孝
謙
即
位
宣
命
と
は
別
に
出

さ
れ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
︶
11
︵

。
孝
謙
即
位
宣
命
︵﹃
続
日
本
紀
﹄
天
平
勝
宝

元
年
︵
七
四
九
︶
七
月
甲
午
条
︶
は
、
以
下
の
様
で
あ
る

皇
太
子
受
禪
即
位
於
大
極
殿
。
詔
曰
。

現
神
︿
止
﹀
御
宇
倭
根
子
天
皇
︿
可
﹀
御
命
︿
良
麻
止
﹀
宣
御
命
︿
乎
﹀
衆

聞
食
宣
。
高
天
原
神
積
坐
皇
親
神
魯
棄
神
魯
美
命
以
吾
孫
︿
乃
﹀
命
︿
乃
﹀

将
知
食
国
天
下
︿
止
﹀
言
依
奉
︿
乃
﹀
隨
遠
皇
祖
御
世
始
︿
而
﹀
天
皇
御

世
御
世
聞
看
来
食
国
天
︿
ツ
﹀
日
嗣
高
御
座
︿
乃
﹀
業
︿
止
奈
母
﹀
隨
神
所

念
行
︿
佐
久
止
﹀
勅
天
皇
︿
我
﹀
御
命
︿
乎
﹀
衆
聞
食
勅
。
平
城
︿
乃
﹀
宮

︿
尓
﹀
御
宇
︿
之
﹀
天
皇
︿
乃
﹀
詔
︿
之
久
﹀。
挂
畏
近
江
大
津
︿
乃
﹀
宮
︿
尓
﹀

御
宇
︿
之
﹀
天
皇
︿
乃
﹀
不
改
︿
自
﹀
常
典
︿
等
﹀
初
賜
︿
比
﹀
定
賜
︿
部

流
﹀
法
隨
斯
天
日
嗣
高
御
座
︿
乃
﹀
業
者
御
命
︿
尓
﹀
坐
︿
世
﹀
伊
夜
嗣
︿
尓
﹀

奈
賀
御
命
聞
看
︿
止
﹀
勅
︿
夫
﹀
御
命
︿
乎
﹀
畏
自
物
受
賜
︿
理
﹀
坐
︿
天
﹀

食
国
天
下
︿
乎
﹀
惠
賜
︿
比
﹀
治
賜
︿
布
﹀
間
︿
尓
﹀
万
機
密
︿
久
﹀
多
︿
久

志
天
﹀
御
身
不
敢
賜
有
︿
礼
﹀
隨
法
天
日
嗣
高
御
座
︿
乃
﹀
業
者
朕
子
王
︿
尓
﹀

授
賜
︿
止
﹀
勅
天
皇
御
命
︿
乎
﹀
親
王
等
王
等
臣
等
百
官
人
等
天
下
︿
乃
﹀

公
民
衆
聞
食
宣
。

又
天
皇
御
命
︿
良
末
止
﹀
勅
命
︿
乎
﹀
衆
聞
食
宣
。
挂
畏
我
皇
天
皇
斯
天
︿
川
﹀

日
嗣
高
御
座
︿
乃
﹀
業
︿
乎
﹀
受
賜
︿
弖
﹀
仕
奉
︿
止
﹀
負
賜
︿
閇
﹀
頂
︿
尓
﹀

受
賜
︿
理
﹀
恐
︿
末
里
﹀
進
︿
毛
﹀
不
知
退
︿
毛
﹀
不
知
︿
尓
﹀
恐
︿
美
﹀
坐
︿
久
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止
﹀
宣
天
皇
御
命
︿
乎
﹀
衆
聞
食
勅
。
故
是
以
御
命
坐
勅
︿
久
﹀。
朕
者
拙

劣
雖
在
親
王
等
︿
乎
﹀
始
而
王
等
臣
等
諸
天
皇
朝
庭
立
賜
︿
部
留
﹀
食
国
︿
乃
﹀

政
︿
乎
﹀
戴
持
而
明
淨
心
以
誤
落
言
無
助
仕
奉
︿
尓
﹀
依
︿
弖
之
﹀。
天
下

者
平
︿
久
﹀
安
︿
久
﹀
治
賜
︿
比
﹀
惠
賜
︿
布
閇
支
﹀
物
︿
尓
﹀
有
︿
止
奈
毛
﹀

神
隨
所
念
坐
︿
久
止
﹀
勅
天
皇
御
命
︿
乎
﹀
衆
聞
食
宣
。　

﹃
続
日
本
紀
﹄
の
地
の
文
に
﹁
皇
太
子
受
禪
即
位
於
大
極
殿
。
詔
曰
﹂
と
あ

る
よ
う
に
、
前
半
の
聖
武
譲
位
宣
命
も
孝
謙
即
位
宣
命
に
引
用
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

文
武
即
位
宣
命
︵﹃
続
日
本
紀
﹄
文
武
元
年
︵
六
九
七
︶
八
月
庚
辰
条
︶
に

お
け
る
持
統
の
譲
位
の
意
思
は
、﹁
現
御
神
︿
止
﹀
大
八
嶋
国
所
知
倭
根
子

天
皇
命
。
授
賜
︿
比
﹀
負
賜
︿
布
﹀
貴
︿
支
﹀
高
︿
支
﹀
広
︿
支
﹀
厚
︿
支
﹀

大
命
︿
乎
﹀﹂
と
そ
の
事
実
が
述
べ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
元
明
即
位
宣

命
︵﹃
続
日
本
紀
﹄
慶
雲
四
年
︵
七
〇
七
︶
七
月
壬
子
条
︶
に
お
い
て
は
、﹁
我

王
朕
子
天
皇
︿
乃
﹀
詔
︿
豆
羅
久
﹀。
朕
御
身
労
坐
故
暇
間
得
而
御
病
欲
治
。

此
︿
乃
﹀
天
︿
豆
﹀
日
嗣
之
位
﹂
と
文
武
の
生
の
言
葉
が
登
場
す
る
。

　

聖
武
即
位
宣
命
︵﹃
続
日
本
紀
﹄
神
亀
元
年
︵
七
二
四
︶
二
月
甲
午
条
。︶

で
は
、﹁
大
八
嶋
国
所
知
倭
根
子
天
皇
︿
乃
﹀
大
命
︿
尓
﹀
坐
詔
︿
久
﹀。
此

食
国
天
下
者
掛
畏
︿
岐
﹀
藤
原
宮
︿
尓
﹀
天
下
所
知
美
麻
斯
︿
乃
﹀
父
︿
止
﹀

坐
天
皇
︿
乃
﹀
美
麻
斯
︿
尓
﹀
賜
︿
志
﹀
天
下
之
業
︿
止
﹀﹂
や
﹁
可
久
賜

時
︿
尓
﹀
美
麻
斯
親
王
︿
乃
﹀
齢
︿
乃
﹀
弱
︿
尓
﹀
荷
重
︿
波
﹀
不
堪
︿
自

加
止
﹀
所
念
坐
而
皇
祖
母
坐
︿
志
々
﹀
掛
畏
︿
岐
﹀
我
皇
天
皇
︿
尓
﹀
授
奉

︿
岐
﹀。
依
此
而
是
平
城
大
宮
︿
尓
﹀
現
御
神
︿
止
﹀
坐
而
大
八
嶋
国
所
知
而

霊
亀
元
年
︿
尓
﹀
此
︿
乃
﹀
天
日
嗣
高
御
座
之
業
食
国
天
下
之
政
︿
乎
﹀
朕

︿
尓
﹀
授
賜
譲
賜
而
教
賜
詔
賜
︿
都
良
久
﹀。
挂
畏
淡
海
大
津
宮
御
宇
倭
根
子

天
皇
︿
乃
﹀
万
世
︿
尓
﹀
不
改
常
典
︿
止
﹀
立
賜
敷
賜
︿
閇
魯
﹀
隨
法
後
遂

者
我
子
︿
尓
﹀
佐
太
加
︿
尓
﹀
牟
倶
佐
加
︿
尓
﹀
無
過
事
授
賜
︿
止
﹀
負
賜

詔
賜
︿
比
志
尓
﹀
坐
間
︿
尓
﹀
去
年
九
月
天
地

大
瑞
物
顕
来
︿
理
﹀。
又
四

方
食
国
︿
乃
﹀
年
実
豊
︿
尓
﹀
牟
倶
佐
加
︿
尓
﹀
得
在
︿
止
﹀
見
賜
而
隨
神
︿
母
﹀

所
念
行
︿
尓
﹀
于
都
斯
︿
久
母
﹀
皇
朕
︿
賀
﹀
御
世
当
顕
在
見
︿
魯
﹀
物
︿
尓
﹀

者
不
在
。
今
将
嗣
座
御
世
名
︿
乎
﹀
記
而
応
来
顕
在
来
︿
留
﹀
物
︿
尓
﹀
在
︿
良

志
止
﹀
所
念
坐
而
。
今
神
亀
二
字
御
世
︿
乃
﹀
年
名
︿
止
﹀
定
︿
氐
﹀
改
養

老
八
年
爲
神
亀
元
年
而
天
日
嗣
高
御
座
食
国
天
下
之
業
︿
乎
﹀
吾
子
美
麻
斯

王
︿
尓
﹀
授
賜
譲
賜
︿
止
﹀﹂
と
前
天
皇
元
正
の
言
葉
が
即
位
宣
命
の
大
き

な
部
分
を
占
め
る
。

　

文
武
即
位
宣
命
で
は
前
天
皇
の
譲
位
の
意
思
の
事
実
が
、
元
明
即
位
宣
命

及
び
聖
武
即
位
宣
命
で
は
、
前
天
皇
の
生
の
声
が
即
位
宣
命
に
登
場
し
、
孝

謙
即
位
宣
命
で
は
前
天
皇
の
宣
命
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

し
か
し
前
天
皇
の
意
思
は
あ
く
ま
で
、
新
天
皇
に
伝
え
ら
れ
、
新
天
皇
の

即
位
宣
命
に
引
用
さ
れ
た
形
で
公
表
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
孝
謙

譲
位
が
新
天
皇
で
は
な
く
貴
族
に
宣
告
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
で
あ

ろ
う
。
天
皇
の
譲
位
の
意
思
が
客
体
化
さ
れ
、
法
制
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

譲
位
が
、
前
天
皇
と
新
天
皇
の
直
接
的
人
格
的
な
関
係
で
は
な
く
、
五
位
以

上
の
貴
族
を
媒
介
と
し
た
制
度
と
し
て
の
国
家
的
儀
式
に
編
成
さ
れ
て
い
く
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の
で
あ
る
︶
12
︵

。
淳
仁
即
位
宣
命
が
宣
命
の
定
式
化
は
出
発
点
と
な
る
の
は
、
天

皇
の
譲
位
・
即
位
が
国
家
的
な
儀
式
の
な
か
に
定
式
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
章　

天
智
の
定
め
た
「
法
」
の
登
場

　

宣
命
の
定
式
化
の
重
要
な
要
素
は
天
智
が
定
め
た
﹁
法
﹂
で
あ
る
。
天
智

が
定
め
た
﹁
法
﹂
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
桓
武
即
位
宣
命
で
あ
る
。

　

挂
畏
現
神
坐
倭
根
子
天
皇
我
皇
此
天
日
嗣
高
座
之
業
︿
乎
﹀
掛
畏
近
江
大

津
︿
乃
﹀
宮
︿
尓
﹀
御
宇
︿
之
﹀
天
皇
︿
乃
﹀
勅
賜
︿
比
﹀
定
賜
︿
部
流
﹀

法
隨
︿
尓
﹀
被
賜
︿
弖
﹀
仕
奉
︿
止
﹀
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
閉
婆
﹀
頂
︿
尓
﹀

受
賜
︿
利
﹀
恐
︿
美
﹀
受
賜
︿
利
﹀
懼
進
︿
母
﹀
不
知
︿
尓
﹀
退
︿
母
﹀
不
知
︿
尓
﹀

恐
︿
美
﹀
坐
︿
久
止
﹀
宣
天
皇
勅
衆
聞
食
宣
。

こ
の
部
分
を
淳
仁
即
位
宣
命
、
光
仁
即
位
宣
命
と
比
較
す
れ
ば
、

淳
仁
即
位
宣
命
は
、

掛
畏
現
神
坐
倭
根
子
天
皇
我
皇
此
天
日
嗣
高
御
座
之
業
︿
乎
﹀
拙
劣
朕
︿
尓
﹀

被
賜
︿
弖
﹀
仕
奉
︿
止
﹀
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
閇
波
﹀
頂
︿
尓
﹀
受
賜
︿
利
﹀

恐
︿
美
﹀
受
賜
︿
利
﹀
懼
進
︿
母
﹀
不
知
︿
尓
﹀
退
︿
母
﹀
不
知
︿
尓
﹀
恐
︿
美
﹀

坐
︿
久
止
﹀
宣
天
皇
勅
衆
聞
食
宣
。

光
仁
即
位
宣
命
は
、

掛
︿
母
﹀
恐
︿
伎
﹀
奈
良
宮
御
宇
倭
根
子
天
皇
去
八
月
︿
尓
﹀
此
食
国
天
下

之
業
︿
乎
﹀
拙
劣
朕
︿
尓
﹀
被
賜
而
仕
奉
︿
止
﹀
負
賜
授
賜
︿
伎
﹀
勅
天
皇

詔
旨
︿
乎
﹀
頂
︿
尓
﹀
受
被
賜
恐
︿
美
﹀
受
被
賜
懼
進
︿
母
﹀
不
知
︿
尓
﹀

退
不
知
︿
尓
﹀
恐
︿
美
﹀
坐
︿
久
止
﹀
勅
命
︿
乎
﹀
衆
聞
宣
。

で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
桓
武
即
位
宣
命
は
光
仁
即
位
宣
命
よ
り
も
、

淳
仁
即
位
宣
命
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
桓
武
即
位
宣
命
に
お

け
る
﹁
掛
畏
近
江
大
津
︿
乃
﹀
宮
︿
尓
﹀
御
宇
︿
之
﹀
天
皇
︿
乃
﹀
勅
賜
︿
比
﹀

定
賜
︿
部
流
﹀
法
隨
︿
尓
﹀﹂
は
、
淳
仁
即
位
宣
命
・
光
仁
即
位
宣
命
の
﹁
拙

劣
朕
︿
尓
﹀﹂
の
代
わ
り
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

淳
仁
即
位
宣
命
・
光
仁
即
位
宣
命
が
﹁
拙
劣
朕
︿
尓
﹀﹂
と
あ
る
の
で
か

ら
、
前
天
皇
の
﹁
仰
賜
︿
比
﹀﹂
の
内
容
、﹁
被
賜
︿
弖
﹀
仕
奉
︿
止
﹀﹂
は
、

﹁
天
日
嗣
高
座
之
業
︿
乎
﹀﹂
即
ち
天
皇
の
位
を
自
分
に
賜
っ
て
仕
え
奉
れ
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
淳
仁
即
位
宣
命
の
こ
の
部
分
は
﹁
孝
謙
天
皇
が
天
つ
日

嗣
高
御
座
の
業
を
微
力
で
愚
か
な
私
に
賜
り
仕
え
奉
れ
と
命
ぜ
ら
れ
懼
れ
畏

ま
っ
て
い
る
と
い
う
天
皇
の
勅
を
聞
け
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
光
仁
即
位

宣
命
は
﹁
称
徳
天
皇
が
去
る
八
月
に
こ
の
食
国
天
下
の
業
を
微
力
で
愚
か
な

私
に
賜
り
仕
え
奉
れ
と
命
ぜ
ら
れ
懼
れ
畏
ま
っ
て
い
る
と
い
う
勅
を
聞
け
﹂

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
を
前
提
に
し
て
桓
武
即
位
宣
命
は
、﹁
光
仁
天
皇
が
、
天
つ
日
嗣
高

御
座
の
業
を
天
智
天
皇
が
定
め
た
法
の
随
に
賜
り
仕
え
奉
れ
と
命
ぜ
ら
れ
懼

れ
畏
ま
っ
て
い
る
と
い
う
勅
を
聞
け
﹂
と
す
る
の
で
あ
る
。
天
皇
の
位
を
天

智
が
定
め
た
法
に
従
っ
て
桓
武
に
賜
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
か
ら
、
少

な
く
と
も
桓
武
即
位
宣
命
に
お
け
る
天
智
が
定
め
た
﹁
法
﹂
と
は
、
早
川
氏

の
想
定
と
は
相
違
し
て
、
皇
位
継
承
に
関
わ
る
と
考
え
る
こ
と
の
方
が
自
然

で
あ
ろ
う
。
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早
川
氏
が
天
智
の
定
め
た
﹁
法
﹂
を
皇
位
継
承
法
で
は
な
く
、
近
江
令
と

す
る
根
拠
の
一
つ
は
、光
孝
即
位
宣
命
︵﹃
三
代
実
録
﹄
元
慶
八
年
︵
八
八
四
︶

二
月
廿
三
甲
寅
条
︶で
あ
る
。
光
孝
即
位
宣
命
に
お
け
る
天
智
の
定
め
た﹁
法
﹂

の
含
ま
れ
る
部
分
は
、

掛
畏︿
岐
﹀平
安
宮︿
尓
﹀御
宇︿
之
﹀倭
根
子
天
皇︿
我
﹀天
津
日
嗣
高
座︿
乃
﹀

業
︿
波
﹀
掛
畏
近
江
大
津
宮
︿
尓
﹀
御
宇
︿
世
之
﹀
天
皇
︿
乃
﹀
初
賜
︿
比
﹀

定
賜
︿
倍
留
﹀
法
︿
奈
利
﹀。
朕
以
薄
徳
︿
天
﹀
忝
︿
久
﹀
百
辟
卿
士
︿
乃
﹀

楽
推
之
請
︿
尓
﹀
当
︿
天
﹀、恐
︿
美
﹀
懼
︿
利
﹀
進
︿
母
﹀
不
知
︿
尓
﹀
退
︿
母
﹀

不
知
︿
尓
﹀、
恐
︿
美
﹀
坐
︿
久
止
﹀
宣
天
皇
勅
︿
乎
﹀
衆
聞
食
︿
止
﹀
宣
。

で
あ
り
、﹁
天
津
日
嗣
高
座
︿
乃
﹀
業
﹂
す
な
わ
ち
天
皇
の
位
は
、
天
智
が

定
め
た
﹁
法
︿
奈
利
﹀﹂
と
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
は
﹁
陽
成
天
皇
が
天
津

日
嗣
高
座
の
業
は
天
智
天
皇
が
定
め
た
法
で
あ
る
と
し
た
。
私
は
薄
徳
で
あ

る
に
も
忝
く
、
多
く
の
王
卿
士
が
私
を
推
し
て
い
る
の
に
、
懼
れ
畏
ま
っ
て

い
る
と
い
う
勅
を
聞
け
﹂
で
あ
る
。
他
の
天
皇
の
即
位
宣
命
に
比
し
て
特
異

で
あ
る
の
は
、
光
孝
即
位
が
王
卿
仕
の
﹁
楽
推
之
請
︿
尓
﹀﹂
に
よ
る
こ
と

で
あ
る
。
陽
成
譲
位
宣
命
︵﹃
三
代
実
録
﹄
元
慶
八
年
︵
八
八
四
︶
二
月
四

日
乙
未
条
︶
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
現
神︿
止
﹀大
八
洲
御
宇
日
本
根
子
天
皇︿
加
﹀御
命︿
良
万
止
﹀宣
御
命︿
乎
﹀、

親
王
等
王
等
臣
等
百
官
人
天
下
公
民
衆
聞
給
︿
止
﹀
宣
。

⑵
食
国︿
乃
﹀政︿
乎
﹀永
遠
聞
食︿
倍
喜
乎
﹀、御
病
時
々
発︿
己
止
﹀有︿
天
﹀、

万
機
滞
︿
己
止
﹀
久
成
︿
奴
﹀。
天
神
地
祇
之
祭
︿
己
毛
﹀
闕
怠
︿
己
止
﹀
有
︿
奈

牟
加
止
﹀、危
︿
美
﹀
畏
︿
利
﹀
念
︿
保
之
天
﹀、天
皇
位
︿
乎
﹀
譲
遜
給
︿
天
﹀、

別
宮
︿
尓
﹀
遷
御
坐
︿
奴
止
﹀
宣
御
命
︿
乎
﹀、
親
王
等
大
臣
等
聞
給
︿
部
﹀

⑶
承
給
︿
天
﹀、
恐
︿
美
﹀
畏
︿
母
﹀
国
典
︿
尓
﹀
准
︿
天
﹀、
太
上
天
皇
之

尊
号
︿
乎
﹀
進
︿
留
﹀。

⑷
又
皇
位︿
波
﹀一
日︿
母
﹀不
加
曠
。
一
品
式
部
卿
親
王︿
波
﹀諸
親
王
中︿
尓
﹀

貫
首
︿
尓
毛
﹀
御
坐
。
又
前
代
︿
尓
﹀
無
太
子
時
︿
尓
波
﹀、如
此
老
徳
︿
乎
﹀

立
奉
之
例
在
。
加
以
御
齢
︿
母
﹀
長
給
︿
比
﹀、
御
心
︿
母
﹀
正
直
︿
久
﹀

慈
厚
︿
久
﹀
慎
深
御
坐
︿
天
﹀、
四
朝
︿
尓
﹀
佐
仕
給
︿
天
﹀
政
道
︿
乎
母
﹀

熟
給
︿
利
﹀。
百
官
人
天
下
公
民
︿
末
天
尓
﹀
謳
歌
所
帰
咸
無
異
望
。
故
是

以
天
皇
璽
綬
︿
乎
﹀
奉
︿
天
﹀、
天
日
継
位
︿
尓
﹀
定
奉
︿
良
久
止
﹀、
親
王

等
王
等
臣
等
百
官
人
天
下
公
民
衆
聞
給
︿
部
止
﹀
宣
。

⑵
の
部
分
で
陽
成
天
皇
が
天
皇
の
位
を
﹁
譲
遜
給
︿
天
﹀﹂
と
譲
り
遜
︵
さ
け
︶

た
と
し
て
い
る
が
、﹃
三
代
実
録
﹄
の
地
の
文
で
は
﹁
所
願
、
速
遜
此
位
焉
﹂

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
陽
成
天
皇
宣
命
の
趣
旨
は
退
位
に
あ
っ
た
と

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑷
で
光
孝
へ
の
譲
位
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
の
⑶
の
部
分
は
陽

成
に
﹁
太
上
天
皇
之
尊
号
︿
乎
﹀
進
︿
留
﹀。﹂
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
こ
こ

で
主
体
は
陽
成
で
は
な
く
親
王
、
大
臣
等
に
転
換
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑷
で
主
体
は
陽
成
に
戻
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。﹁
御
坐
﹂﹁
奉
︿
天
﹀﹂、﹁
定
奉

︿
良
久
止
﹀﹂
と
光
孝
に
対
し
て
敬
語
を
用
い
て
お
り
、
ま
た
光
孝
即
位
宣
命

が
﹁
朕
以
薄
徳
︿
天
﹀
忝
︿
久
﹀
百
辟
卿
士
︿
乃
﹀
楽
推
之
請
︿
尓
﹀
当
︿
天
﹀﹂

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
光
孝
擁
立
の
主
体
は
親
王
、
大
臣
等
で
あ
っ
て
、
陽

成
は
退
位
は
し
た
が
、
光
孝
へ
の
譲
位
は
認
め
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
︶
13
︵

。
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こ
の
こ
と
か
ら
他
の
天
皇
の
即
位
宣
命
に
み
ら
れ
る
﹁
仕
奉
︿
止
﹀
仰
賜
︿
比
﹀

授
賜
︿
閉
婆
﹀
頂
︿
尓
﹀
受
賜
︿
利
﹀
恐
︿
美
﹀
受
賜
︿
利
﹀﹂
の
表
現
を

避
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
早
川
氏
は
、﹁
天
皇

の
位
は
天
智
の
定
め
た
法
で
あ
る
﹂
と
い
う
言
い
換
え
が
可
能
で
あ
る
の
は
、

﹁
法
﹂
が
、
天
皇
位
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
あ
り
か
た
、
そ
の
位
置
づ

け
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
す
べ
て
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
と
す
べ
き
と
す
る
。
し
か
し
、﹁
陽
成
天
皇
が
天
津
日
嗣
高
座
の

業
は
天
智
天
皇
が
定
め
た
法
で
あ
る
と
し
た
。﹂
と
い
う
文
は
、
文
意
が
通
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
が
で
き
て
い
る
と
言
い
が
た
い
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。﹁
天
智
の
定
め
た
法
﹂
に
つ
い
て
早
川
氏
が
、
天
皇
位
そ
の

も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
あ
り
か
た
、
そ
の
位
置
づ
け
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
ま

た
は
す
べ
て
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
と
い
う
曖
昧
な
定
義
し
か
で
き
な
か
っ

た
の
も
こ
の
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
で
あ
る
か
ら
光
孝
即
位
宣
命
は
定
着

せ
ず
、
も
と
の
表
現
に
戻
っ
た
と
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

言
い
換
え
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
よ
り
、
従
来
の
表
現
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
の
理
由
を
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
天
智
の
法
が
﹁
仕
奉
︿
止
﹀

仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
閉
婆
﹀
頂
︿
尓
﹀
受
賜
︿
利
﹀
恐
︿
美
﹀
受
賜
︿
利
﹀﹂

と
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
光
孝
即

位
宣
命
が
そ
れ
ま
で
の
即
位
宣
命
の
表
現
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
は
、
前
天
皇
の
譲
位
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

天
智
の
法
と
は
、
前
天
皇
の
意
思
に
よ
る
譲
位
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
︶
14
︵

。
と
す
る
な
ら
ば
、
桓
武
即
位
宣
命
で
登
場
し
た
﹁
天
智
の

定
め
た
法
﹂
と
は
、
前
天
皇
の
意
思
に
よ
る
譲
位
と
い
う
点
で
は
、
元
明
即

位
宣
命
に
登
場
し
た
﹁
天
智
の
定
め
た
不
改
常
典
と
し
て
の
法
﹂
と
同
じ
も

の
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
四
章　

皇
位
継
承
法
に
お
け
る
天
智
の
定
め
た
「
法
」

と
皇
太
子
制

　

そ
れ
で
は
桓
武
即
位
宣
命
に
登
場
し
た
﹁
天
智
の
定
め
た
法
﹂
と
元
明
即

位
宣
命
に
登
場
す
る
﹁
天
智
の
定
め
た
不
改
常
典
の
法
﹂
は
、
同
じ
も
の
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
で
あ
れ
ば
な
ぜ
桓
武
以
降
﹁
不
改
常
典
﹂
と
い
う
語

句
が
つ
か
わ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

桓
武
即
位
宣
命
が
前
提
と
し
た
淳
仁
即
位
宣
命
に
は
、
孝
謙
即
位
宣
命
に

あ
っ
た
﹁
天
智
の
定
め
た
不
改
常
典
と
し
て
の
法
﹂
が
登
場
し
な
い
。
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
は
、
淳
仁
即
位
に
あ
た
っ
て
孝
謙
譲
位
宣
命
が
﹁
日
嗣
︿
止
﹀

定
賜
︿
弊
流
﹀
皇
太
子
︿
尓
﹀
授
賜
︿
久
止
﹀﹂
と
皇
太
子
へ
譲
位
す
る
と

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
も
皇
太
子
と
し
て
即
位
し
た
は
ず
で
あ

る
が
、
聖
武
即
位
宣
命
に
引
用
さ
れ
た
元
正
へ
の
元
明
の
言
葉
で
は
﹁
隨
法

後
遂
者
我
子
︿
尓
﹀
佐
太
加
︿
尓
﹀
牟
倶
佐
加
︿
尓
﹀
無
過
事
授
賜
︿
止
﹀﹂、

元
正
の
言
葉
で
は
﹁
吾
子
美
麻
斯
王
︿
尓
﹀
授
賜
譲
賜
︿
止
﹀﹂
と
さ
れ
、
ま

た
孝
謙
即
位
宣
命
中
の
聖
武
譲
位
文
言
で
も
、﹁
隨
法
天
日
嗣
高
御
座
︿
乃
﹀

業
者
朕
子
王
︿
尓
﹀
授
賜
︿
止
﹀﹂
と
さ
れ
、
皇
太
子
へ
の
譲
位
と
は
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
﹁
不
改
常
典
の
法
﹂
に
よ
る
皇
位
継
承
に
お
い
て
、
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﹁
譲
﹂と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︶
15
︵

。
聖
武
即
位
宣
命
に
お
い
て
、

元
正
の
言
と
し
て
元
明
か
ら
元
正
へ
の
譲
位
が
﹁
授
賜
譲
賜
﹂
と
、
そ
し
て

元
正
か
ら
聖
武
へ
の
譲
位
が
﹁
授
賜
譲
賜
︿
止
﹀﹂
と
﹁
譲
﹂
と
い
う
表
現

が
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
元
明
即
位
宣
命
に
お
い
て
も
、﹁
我
王
朕
子
天

皇
︿
乃
﹀
詔
︿
豆
羅
久
﹀。
朕
御
身
労
坐
故
暇
間
得
而
御
病
欲
治
。
此
︿
乃
﹀

天
︿
豆
﹀
日
嗣
之
位
者
大
命
︿
尓
﹀
坐
︿
世
﹀
大
坐
々
而
治
可
賜
︿
止
﹀
譲

賜
命
︿
乎
﹀
受
被
坐
賜
而
答
曰
︿
豆
羅
久
﹀。
朕
者
不
堪
︿
止
﹀
辞
白
而
受

不
坐
在
間
︿
尓
﹀。
遍
多
︿
久
﹀
日
重
而
譲
賜
︿
倍
婆
﹀
労
︿
美
﹀
威
︿
美
。﹀﹂

と
、
文
武
か
ら
元
明
へ
の
譲
位
に
も
﹁
譲
﹂
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

元
明
即
位
宣
命
や
聖
武
即
位
宣
命
の
な
か
で
﹁
譲
﹂
が
使
わ
れ
る
の
は
な

ぜ
で
あ
ろ
う
か
。﹁
譲
﹂
は
文
武
↓
元
明
↓
元
正
↓
聖
武
の
皇
位
継
承
に
お

い
て
、
さ
ら
に
元
正
・
元
明
の
言
葉
の
中
に
登
場
す
る
。
元
明
即
位
宣
命
に

お
い
て
、
元
明
は
文
武
を
﹁
我
王
朕
子
天
皇
﹂
と
、
聖
武
即
位
宣
命
に
引
か

れ
た
元
明
の
詔
で
は
聖
武
を
﹁
我
子
﹂、
聖
武
譲
位
宣
命
で
は
孝
謙
を
﹁
朕

子
王
﹂
と
呼
ぶ
よ
う
な
人
格
的
な
関
係
を
前
提
と
し
て
い
た
。
前
稿
で
述
べ

た
様
に
﹁
不
改
常
典
﹂
の
﹁
法
﹂
は
、
こ
れ
ら
の
前
天
皇
の
意
思
に
よ
る
人

格
的
な
皇
位
継
承
を
意
味
し
、﹁
譲
﹂
も
そ
の
こ
と
を
表
す
た
め
に
使
用
さ

れ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。﹁
譲
﹂
と
と
も
に
﹁
不
改
常
典
の
法
﹂
も
、
元

明
と
そ
れ
を
継
承
す
る
元
正
の
み
が
語
り
、
そ
の
後
の
天
皇
に
継
承
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
︶
16
︵

。

　

淳
仁
の
即
位
に
お
い
て
﹁
不
改
常
典
の
法
﹂
が
登
場
し
な
い
の
は
、
孝
謙

か
ら
淳
仁
へ
の
譲
位
が
そ
う
し
た
人
格
的
な
関
係
で
は
な
く
、
皇
太
子
制
と

い
う
制
度
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
す

べ
き
は
称
徳
か
ら
光
仁
へ
の
継
承
に
関
す
る
称
徳
遺
詔
︵﹃
続
日
本
紀
﹄
宝

亀
元
年
︵
七
七
〇
︶
八
月
癸
巳
条
︶
で
あ
る
。

今
詔
︿
久
﹀
事
卒
然
︿
尓
﹀
有
依
︿
天
﹀
諸
臣
等
議
︿
天
﹀。
白
壁
王
︿
波
﹀

諸
王
︿
能
﹀
中
︿
尓
﹀
年
歯
︿
毛
﹀
長
︿
奈
利
﹀。
又
先
帝
︿
能
﹀
功
︿
毛
﹀

在
故
︿
尓
﹀
太
子
︿
止
﹀
定
︿
テ
﹀
奏
︿
流
﹀
麻
︿
仁
﹀
麻
︿
尓
﹀
定
給
︿
布

止
﹀
勅
︿
久
止
﹀
宣
。

こ
こ
で
は
、﹁
事
が
突
然
で
あ
る
の
で
、
諸
臣
が
は
か
っ
て
、
白
壁
王
は
諸

王
の
な
か
で
も
年
齢
が
上
で
、
先
帝
の
功
も
あ
る
の
で
、
皇
太
子
と
定
め
て
、

奏
上
す
る
通
り
に
、
定
め
た
﹂
と
あ
る
。
柳
沼
千
枝
氏
︶
17
︵

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

天
皇
死
去
に
よ
る
大
権
保
持
者
喪
失
と
い
う
状
況
を
考
え
れ
ば
、
法
制
上
制

限
さ
れ
た
権
限
し
か
も
た
な
い
皇
太
子
と
し
て
擁
立
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

元
明
即
位
時
の
よ
う
な
方
法
を
取
る
ほ
う
が
適
合
的
と
さ
え
い
え
よ
う
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
白
壁
が
立
太
子
と
い
う
手
続
き
を
踏
ん
だ
の
は
、
い
わ

れ
る
ご
と
く
皇
太
子
制
の
確
立
に
よ
り
、
今
や
皇
太
子
を
践
む
こ
と
が
皇
位

継
承
に
必
須
の
条
件
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
天
皇
の

死
に
あ
た
っ
て
皇
位
継
承
す
る
と
き
、
文
武
か
ら
元
明
で
は
遺
詔
に
よ
っ
て

元
明
が
即
位
し
た
の
に
対
し
て
、
称
徳
か
ら
光
仁
で
は
立
太
子
が
前
提
と
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
光
仁
か
ら
桓
武
へ
の
皇
位
継
承
に
あ
っ
て
も
、
皇
太
子
制
が
問
題

に
な
る
。
他
戸
親
王
立
太
子
宣
命
︵﹃
続
日
本
紀
﹄
宝
亀
二
年
︵
七
七
一
︶
正

月
辛
巳
条
条
︶
で
は
、
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隨
法
︿
尓
﹀
皇
后
御
子
他
戸
親
王
立
爲
皇
太
子
。
故
此
状
悟
︿
弖
﹀
百
官
人

等
仕
奉
詔
天
皇
御
命
諸
聞
食
︿
止
﹀
宣
。

と
さ
れ
、
さ
ら
に
他
戸
親
王
が
廃
太
子
さ
れ
た
後
の
山
部
親
王
の
立
太
子
宣

命
︵﹃
続
日
本
紀
﹄
宝
亀
四
年
︵
七
七
三
︶
正
月
戊
寅
条
︶
に
お
い
て
も
、

隨
法
︿
尓
﹀
可
有
︿
伎
﹀
政
︿
止
志
弖
﹀
山
部
親
王
立
而
皇
太
子
︿
止
﹀
定

賜
︿
布
﹀。
故
此
之
状
悟
︿
天
﹀
百
官
人
等
仕
奉
︿
礼
止
﹀
詔
天
皇
勅
命
︿
乎
﹀

衆
聞
食
宣

と
立
太
子
に
お
い
て
﹁
随
法
﹂
が
登
場
す
る
︶
18
︵

。

　

桓
武
天
皇
即
位
宣
命
に
お
け
る﹁
掛
畏
近
江
大
津︿
乃
﹀宮︿
尓
﹀御
宇︿
之
﹀

天
皇
︿
乃
﹀
勅
賜
︿
比
﹀
定
賜
︿
部
流
﹀
法
隨
︿
尓
﹀
被
賜
︿
弖
﹀
仕
奉
︿
止
﹀﹂

は
、
文
脈
か
ら
言
え
ば
光
仁
天
皇
の
言
葉
で
あ
る
が
、
早
川
氏
は
天
智
系
の

皇
統
を
意
識
し
た
桓
武
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
桓
武

即
位
時
に
お
い
て
、
天
智
系
の
皇
統
が
表
明
さ
れ
る
は
ず
の
無
い
こ
と
は
先

に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
桓
武
即
位
宣
命
に
お
け
る
﹁
天
智
の
定
め
た
法

の
随
に
﹂
と
は
、
光
仁
天
皇
下
の
立
太
子
に
お
け
る
﹁
法
の
随
に
﹂
を
前
提

と
し
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︶
19
︵

。﹁
天
智
天
皇
の
定
め
た
法
﹂
と
は
皇
太

子
制
に
よ
る
皇
位
継
承
を
意
味
し
た
の
で
あ
っ
て
、﹁
不
改
常
典
の
法
﹂
と

は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
太
子
に
お
い
て
も
天
皇
の
意
思
が
前

提
と
な
っ
て
い
る
︶
20
︵

が
、
そ
れ
が
﹁
法
の
ま
ま
に
﹂﹁
法
の
ま
ま
の
政
と
し
て
﹂

と
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
皇
太
子
制
を
通
じ
て
法
と
い
う
天
皇
の
個
別

の
意
思
と
は
区
別
さ
れ
る
非
人
格
的
な
法
、﹁
国
家
意
思
﹂
に
も
と
づ
く
こ

と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︶
21
︵

。

第
五
章　

天
皇
の
「
仕
奉
」

　

天
皇
即
位
が
法
に
も
と
づ
く
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
関
連
す

る
の
は
即
位
宣
命
の
﹁
仕
奉
﹂
で
あ
る
。﹁
仕
奉
﹂
と
は
吉
村
武
彦
氏
︶
22
︵

が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
化
内
・
化
外
を
問
わ
ず
、
王
・
官
人
・
百
姓
や
蕃
国
王
・

隼
人
・
蝦
夷
が
王
権
と
仕
奉
な
い
し
奉
事
の
関
係
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
化

内
の
場
合
は
、
始
祖
と
の
マ
ナ
の
継
承
を
通
じ
て
、
そ
の
職
掌
を
氏
の
名
と

と
も
に
天
皇
の
世
々
受
け
継
い
で
い
く
仕
組
み
を
指
す
と
さ
れ
、
天
皇
へ
の

仕
奉
が
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。

　

淳
仁
即
位
宣
命
以
降
、
前
天
皇
か
ら
の
譲
位
に
あ
た
っ
て
﹁
掛
畏
現
神
坐

倭
根
子
天
皇
我
皇
此
天
日
嗣
高
御
座
之
業
︿
乎
﹀
拙
劣
朕
︿
尓
﹀
被
賜
︿
弖
﹀

仕
奉
︿
止
﹀
仰
賜
︿
比
﹀﹂
と
さ
れ
る
。
こ
の
﹁
仕
奉
﹂
は
、
前
天
皇
が
次

代
の
天
皇
に
対
し
て
﹁
仕
奉
﹂
せ
よ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
自

身
の
﹁
仕
奉
﹂
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︶
23
︵

。
桓
武
即
位
宣
命
に
お
い
て
も
﹁
挂

畏
現
神
坐
倭
根
子
天
皇
︿
我
﹀
皇
此
天
日
嗣
高
座
之
業
︿
乎
﹀
掛
畏
近
江
大

津
︿
乃
﹀
宮
︿
尓
﹀
御
宇
︿
之
﹀
天
皇
︿
乃
﹀
勅
賜
︿
比
﹀
定
賜
︿
部
流
﹀

法
隨
︿
尓
﹀
被
賜
︿
弖
﹀
仕
奉
︿
止
﹀
仰
賜
︿
比
﹀﹂
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
﹁
仕

奉
﹂
は
前
天
皇
が
次
代
の
天
皇
に
﹁
仕
奉
﹂
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、﹁
仕
奉
﹂
の
対
象
は
前
天
皇
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

桓
武
即
位
宣
命
の
別
の
部
分
の

然
皇
坐
︿
弖
﹀
天
下
治
賜
君
者
賢
人
︿
乃
﹀
能
臣
︿
乎
﹀
得
︿
弖
之
﹀
天
下

︿
乎
婆
﹀
平
︿
久
﹀
安
︿
久
﹀
治
物
︿
尓
﹀
在
︿
良
之
止
﹀
奈
母
聞
行
︿
須
﹀。
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故
是
以
大
命
坐
宣︿
久
﹀。
朕
雖
拙
劣
親
王
始︿
弖
﹀王
臣
等︿
乃
﹀相
穴︿
奈
比
﹀

奉
︿
利
﹀
相
扶
︿
牟
﹀
事
依
︿
弖
之
﹀
此
之
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
夫
﹀
食
国

天
下
之
政
者
平
︿
久
﹀
安
︿
久
﹀
仕
奉
︿
倍
之
止
奈
母
﹀
所
念
行
。
是
以
無

諂
欺
之
心
以
忠
明
之
誠
天
皇
朝
廷
︿
乃
﹀
立
賜
︿
部
流
﹀
食
国
天
下
之
政
者

衆
助
仕
奉
︿
止
﹀
宣
天
皇
勅
衆
聞
食
宣
。

の﹁
天
皇
朝
廷︿
乃
﹀立
賜︿
部
流
﹀食
国
天
下
之
政
者
衆
助
仕
奉︿
止
﹀﹂の﹁
仕

奉
﹂
は
臣
下
が
天
皇
に
仕
奉
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、﹁
食
国
天
下
之
政
者

平︿
久
﹀安︿
久
﹀仕
奉︿
倍
之
止
奈
母
﹀﹂は
食
国
天
下
の
政
が
平
安
に﹁
仕
奉
﹂

す
る
よ
う
に
す
る
と
あ
る
。
こ
の
﹁
仕
奉
﹂
は
天
皇
と
し
て
の
行
為
を
指
す

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
じ
宣
命
中
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
両
者

に
は
共
通
性
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
官
人
・
百
姓
の
仕
奉
は
、
天
皇
に
仕
奉

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
己
の
職
位
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
天
皇

の
仕
奉
も
そ
の
延
長
上
に
、
天
皇
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　

岡
田
精
司
氏
︶
24
︵

に
よ
れ
ば
、﹁
食
国
﹂
と
は
狭
義
に
は
天
皇
に
﹁
稲
米
に
よ
っ

て
服
属
儀
礼
を
行
う
国
々
﹂
を
意
味
し
、
そ
れ
が
拡
大
し
て
﹁
天
皇
の
支
配

領
域
全
体
﹂
を
指
し
、
八
世
紀
の
用
法
は
天
皇
の
統
治
す
る
国
の
意
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
柴
田
博
子
氏
︶
25
︵

に
よ
れ
ば
、
天
皇
の
統
治
す
る
国
と
は
、

当
代
の
天
皇
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
父
祖
の
諸
天
皇
が
統
治
し
て
き
た
国

で
あ
り
、
加
え
て
当
代
の
天
皇
も
統
治
す
る
国
と
い
う
意
味
と
と
ら
え
る
べ

き
と
す
る
。
ま
さ
に
﹁
食
国
天
下
之
政
﹂
は
、﹁
此
之
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
夫
﹀﹂

も
の
な
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
天
皇
の
﹁
仕
奉
﹂
で
あ
る
天
智
の
定
め
た
﹁
法
隨
︿
尓
﹀
被

賜
︿
弖
﹀
仕
奉
︿
止
﹀﹂
は
、
前
代
の
天
皇
か
ら
天
皇
位
を
賜
り
、
天
皇
と
し

て
役
割
を
果
た
せ
と
、前
天
皇
が
﹁
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
﹀﹂
の
で
あ
り
、こ
の
﹁
仕

奉
﹂
も
、﹁
食
国
天
下
之
政
﹂
を
平
安
に
﹁
仕
奉
﹂
る
の
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

淳
和
立
太
子
宣
命
︵﹃
日
本
後
紀
﹄
弘
仁
元
年
︵
八
一
〇
︶
九
月
庚
戌
条
︶

で
は
、

食
国
之
法
︿
止
﹀
定
賜
︿
比
﹀
行
賜
︿
閇
留
﹀
因
法
隨
︿
尓
﹀。
中
務
卿
諱
︿
乎
﹀

立
而
皇
太
弟
︿
止
﹀
定
賜
︿
布
﹀。

　

と
さ
れ
、
惟
仁
親
王
立
太
子
宣
命
︵﹃
文
徳
実
録
﹄
嘉
祥
三
年
︵
八
五
〇
︶

十
一
月
戊
戌
条
︶
で
は
、

随
法
︿
尓
﹀
可
有
︿
岐
﹀
政
︿
止
志
天
﹀。
惟
仁
親
王
︿
乎
﹀
立
而
皇
太
子
︿
止
﹀

定
賜
︿
布
﹀。

で
あ
る
が
、
そ
の
山
陵
告
文
︵﹃
文
徳
実
録
﹄
嘉
祥
三
年
︵
八
五
〇
︶
十
一

月
癸
夘
条
︶

食
國
︿
乃
﹀
法
︿
止
﹀。
定
賜
︿
比
﹀
行
賜
︿
倍
留
﹀
法
随
︿
尓
﹀
可
有
︿
岐
﹀

政
︿
止
之
天
﹀。
惟
仁
親
王
︿
乎
﹀
立
︿
天
﹀
皇
太
子
︿
止
﹀
定
賜
︿
布
﹀。

と
さ
れ
て
い
る
。
法
の
随
に
あ
る
べ
き
政
と
し
て
皇
太
子
と
し
て
定
め
る
と

い
う
、
法
と
は
食
国
法
と
し
て
定
め
賜
え
る
法
で
あ
る
。

　

天
智
の
定
め
た
﹁
法
﹂
と
﹁
食
国
之
政
﹂
と
い
う
天
皇
の
﹁
仕
奉
﹂
に
か

か
わ
る
二
つ
の
要
素
は
、
元
明
即
位
宣
命
の
﹁
不
改
常
典
﹂
に
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。

関
︿
母
﹀
威
︿
岐
﹀
藤
原
宮
御
宇
倭
根
子
天
皇
丁
酉
八
月
︿
尓
﹀。
此
食
国
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天
下
之
業
︿
乎
﹀
日
並
所
知
皇
太
子
之
嫡
子
。
今
御
宇
︿
豆
留
﹀
天
皇
︿
尓
﹀

授
賜
而
並
坐
而
。
此
天
下
︿
乎
﹀
治
賜
︿
比
﹀
諧
賜
︿
岐
﹀。
是
者
関
︿
母
﹀

威
︿
岐
﹀
近
江
大
津
宮
御
宇
大
倭
根
子
天
皇
︿
乃
﹀
与
天
地
共
長
与
日
月
共

遠
不
改
常
典
︿
止
﹀
立
賜
︿
比
﹀
敷
賜
︿
覇
留
﹀
法
︿
乎
﹀。
受
被
賜
坐
而

行
賜
事
︿
止
﹀
衆
受
被
賜
而
。
恐
︿
美
﹀
仕
奉
︿
利
豆
羅
久
止
﹀
詔
命
︿
乎
﹀

衆
聞
宣
。

と故
是
以
親
王
始
而
。
王
臣
百
官
人
等︿
乃
﹀淨
明
心
以
而
。
弥
務︿
尓
﹀弥
結︿
尓
﹀

阿
奈
々
比
奉
輔
佐
奉
︿
牟
﹀
事
︿
尓
﹀
依
而
︿
志
﹀。
此
食
国
天
下
之
政
事

者
平
長
將
在
︿
止
奈
母
﹀
所
念
坐
。
又
天
地
之
共
長
遠
不
改
常
典
︿
止
﹀
立

賜
︿
覇
留
﹀
食
国
法
︿
母
﹀。
傾
事
無
︿
久
﹀
動
事
無
︿
久
﹀
渡
將
去
︿
止
奈
母
﹀

所
念
行
︿
左
久
止
﹀
詔
命
衆
聞
宣
。

と
、
前
者
は
皇
位
継
承
法
で
あ
り
、
後
者
は
﹁
食
国
法
﹂
で
あ
っ
て
﹁
食
国

之
政
﹂
に
か
か
わ
る
国
家
法
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
前
稿
で
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
。
群
臣
の
推
戴
が
即
位
の
前
提
で
あ
っ
た
大
化
前
代
の
王
権
か
ら
天

皇
の
意
思
に
よ
る
皇
位
継
承
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
畿
内
の
群
臣
の

首
長
で
あ
る
大
王
か
ら
、
律
令
法
に
も
と
づ
き
天
下
公
民
を
含
む
良
人
共
同

体
の
首
長
と
し
て
の
天
皇
へ
の
転
化
が
不
可
欠
の
前
提
で
あ
り
、二
つ
の
﹁
不

改
常
典
﹂
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
あ
る
。
皇
位
継
承
と
﹁
食

国
天
下
之
政
﹂
に
天
皇
の
﹁
仕
奉
﹂
が
登
場
す
る
の
は
淳
仁
即
位
宣
命
で
あ

る
。
淳
仁
即
位
は
先
に
見
た
よ
う
に
人
格
的
な
皇
位
継
承
か
ら
、
法
に
よ
る

譲
位
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
立
太
子
や
即
位
に
あ
た
っ
て
﹁
隨
法
︿
尓
﹀﹂

と
さ
れ
る
よ
う
に
、﹁
仕
奉
﹂
は
、
天
皇
制
が
国
家
機
構
に
編
成
さ
れ
、
天

皇
が
国
家
秩
序
の
な
か
で
自
ら
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ

る
と
き
に
登
場
す
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

む
す
び

　

以
上
本
稿
で
論
じ
て
き
た
点
は
、
①
天
智
天
皇
定
め
た
﹁
法
﹂
が
登
場
す

る
桓
武
即
位
宣
命
は
、
天
武
系
皇
統
で
あ
る
淳
仁
即
位
宣
命
を
前
提
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
、
②
譲
位
宣
命
が
即
位
宣
命
か
ら
独
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

天
皇
の
譲
位
の
意
思
が
客
観
化
さ
れ
、
淳
仁
即
位
宣
命
以
降
即
位
宣
命
が
固

定
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
③
桓
武
即
位
宣
命
で
登
場
し
た
﹁
天
智
の
定

め
た
法
﹂
と
は
、
前
天
皇
の
意
思
に
よ
る
譲
位
と
い
う
点
で
は
、
元
明
即
位

宣
命
に
登
場
し
た
﹁
天
智
の
定
め
た
不
改
常
典
﹂
と
し
て
の
﹁
法
﹂
と
同
じ

も
の
で
あ
っ
た
、
④
桓
武
即
位
宣
命
に
お
け
る
﹁
天
智
の
定
め
た
法
﹂
と
は
、

光
仁
天
皇
下
の
立
太
子
に
お
け
る
﹁
随
法
﹂
を
前
提
に
、
皇
太
子
制
に
よ
る

皇
位
継
承
を
意
味
し
た
、
⑤
淳
仁
即
位
宣
命
以
降
、
天
皇
の
﹁
仕
奉
﹂
が
即

位
宣
命
に
登
場
す
る
の
は
、
皇
太
子
制
に
よ
る
譲
位
に
表
れ
る
よ
う
に
、
天

皇
制
が
国
家
組
織
に
編
成
さ
れ
、
天
皇
が
国
家
秩
序
の
な
か
で
自
ら
の
役
割

を
果
た
し
て
い
こ
と
が
自
覚
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

前
稿
に
お
い
て
和
銅
年
間
に
天
皇
の
意
思
に
違
反
す
る
こ
と
を
罰
す
る
違

勅
罪
が
成
立
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
に
先
立
つ
元
明
即
位
宣
命
に
お
い
て
天
皇

の
意
思
に
よ
る
譲
位
で
あ
る
﹁
不
改
常
典
﹂
が
登
場
す
る
こ
と
と
の
関
連
を

論
じ
た
。
本
稿
に
お
い
て
天
皇
即
位
が
前
天
皇
の
意
思
に
よ
る
譲
位
に
よ
り
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な
が
ら
、
淳
仁
即
位
以
降
、
皇
太
子
制
を
前
提
と
し
、
国
家
法
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
天
皇
制
が
国
家
組
織
に
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
先
稿
︶
25
︵

に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
違
勅
罪
が
天
皇
の

命
令
に
違
反
し
た
こ
と
を
問
題
に
し
た
も
の
か
ら
、
天
皇
の
命
令
を
正
し
く

実
行
で
き
な
い
官
人
を
問
題
に
す
る
も
の
に
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

︵
成
蹊
大
学
経
済
学
部
教
授
︶

︵
1
︶ ﹃
日
本
古
代
の
国
家
と
王
権
・
社
会
﹄
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
。
以
下
前
稿
と
は
、

こ
の
論
文
を
指
す
。

︵
2
︶ 

倉
住
靖
彦﹁
い
わ
ゆ
る
不
改
常
典
に
つ
い
て
﹂﹃
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
﹄一
、

一
九
七
五
年
。
佐
藤
宗
諄
﹁
元
明
天
皇
論
﹂ ﹃
古
代
文
化
﹄
三
〇
―
一
、一
九
七
八
年
。

仁
藤
敦
史
﹁
聖
武
朝
の
政
治
と
王
族
﹂﹃
家
持
の
争
点
Ⅱ
﹄
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
、

二
〇
〇
二
年
。﹁
宣
命
﹂﹃
文
字
と
古
代
日
本
﹄
一
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
。

﹃
女
帝
の
世
紀
﹄
角
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
。
義
江
明
子
﹁
古
代
女
帝
論
の
過
去
と

現
在
﹂﹃
天
皇
と
王
権
を
考
え
る
﹄
７
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。﹁
古
代
女
帝
論

の
転
換
と
背
景
﹂﹃
人
民
の
歴
史
学
﹄
一
六
五
、二
〇
〇
五
年
。﹃
県
犬
養
橘
三
千
代
﹄

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
。﹃
古
代
王
権
論
﹄
岩
波
書
店
二
〇
一
一
年
。
熊
谷
公

男
﹁
即
位
宣
命
の
論
理
と
﹃
不
改
常
典
﹄
法
﹂﹃
歴
史
と
文
化
﹄
東
北
学
院
大
学
論

集　

四
五
、二
〇
一
〇
年
。

︵
3
︶ 

田
中
卓
﹁
天
智
天
皇
の
不
改
常
典
﹂﹃
田
中
卓
著
作
集
﹄
六
、
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
六
年
、初
出
一
九
八
四
年
。
星
野
良
作
﹁
壬
申
の
乱
原
因
論
と
﹃
不
改
常
典
﹄

法
の
研
究
史
的
考
察
﹂﹁
壬
申
の
乱
原
因
論
と
﹃
不
改
常
典
﹄
法
の
解
釈
﹂﹃
壬
申
の

乱
研
究
の
展
開
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
・
一
九
九
一

年
・
一
九
九
三
年
・
一
九
九
五
年
・
一
九
九
六
年
。
中
西
康
裕
﹁﹃
不
改
常
典
の

法
﹄
と
奈
良
時
代
の
皇
位
継
承
﹂﹃
続
日
本
紀
と
奈
良
朝
の
政
変
﹄
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
年
、
初
出
二
〇
〇
〇
年
な
ど
。

︵
4
︶ 

倉
住
氏
論
文
や
早
川
氏
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
宣
命
に
具
体
的
に
表
れ
る
﹁
不

改
常
典
﹂
と
い
う
表
現
を
厳
密
に
読
め
ば
、﹁
不
改
常
典
﹂
と
い
う
﹁
法
﹂
が
あ
る

の
で
は
な
く
、
天
智
が
﹁
不
改
常
典
と
し
て
定
め
た
法
﹂
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意

味
を
こ
め
て
﹁
不
改
常
典
の
法
﹂
と
表
記
し
て
お
く
。

︵
5
︶ ﹁
天
智
の
定
め
た
﹃
法
﹄
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
﹂﹃
天
皇
と
古
代
国
家
﹄
講
談

社
二
〇
〇
〇
年
、初
出
一
九
八
八
年
。﹁
律
令
国
家
・
王
朝
国
家
に
お
け
る
天
皇
﹂
同
、

初
出
一
九
八
七
年
。
以
下
早
川
氏
の
見
解
は
同
論
文
に
よ
る
。

︵
6
︶ ﹁
古
代
の
即
位
宣
命
﹂﹃
柴
田
實
先
生
古
希
記
念　

日
本
文
化
史
論
叢
﹄
一
九
七
六

年
、
八
九
〇
頁
。

︵
7
︶ 

吉
川
真
司
﹁
後
佐
保
山
陵
﹂﹃
続
日
本
紀
研
究
﹄
三
三
一
、二
〇
〇
一
年
、
二
五

～
七
頁
。

︵
8
︶ 

吉
江
崇
﹁
平
安
前
期
の
王
権
と
政
治
﹂﹃
岩
波
講
座
日
本
歴
史
﹄
第
四
巻
、

二
〇
一
五
年
、
四
頁
。

︵
9
︶ 
柳
沼
千
枝
﹁
践
祚
の
成
立
と
そ
の
意
義
﹂﹃
日
本
史
研
究
﹄
三
六
三
、一
九
九
二
年
、

三
六
～
七
頁
。
土
井
郁
磨
﹁﹃
譲
位
儀
﹄
の
成
立
﹂﹃
中
央
史
学
﹄
一
六
、一
九
九
三
年
、

三
八
頁
。
藤
森
健
太
郎
﹁
平
安
期
即
位
儀
礼
の
論
理
と
特
質
﹂﹃
古
代
天
皇
の
即
位

儀
礼
﹄
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
四
年
、
一
四
五
頁
。
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︵
10
︶ 

相
磯
達
夫
﹁
譲
位
宣
命
の
基
礎
的
研
究
﹂﹃
白
山
史
学
﹄
四
二
、二
〇
〇
六
年
、

八
六
頁
。

︵
11
︶ ﹃
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

続
日
本
紀
﹄︵
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
︶
に
お
け

る
註
で
は
、﹁
又
天
皇
御
命
﹂
以
降
が
孝
謙
即
位
宣
命
と
さ
れ
て
い
る
。

︵
12
︶ 
孝
謙
譲
位
宣
命
の
特
徴
は
、
そ
の
宣
告
の
対
象
が
﹁
親
王
諸
王
諸
臣
百
官
人
等
﹂

と
さ
れ
て
お
り
、
対
告
者
に
天
下
公
民
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
光
仁
譲
位

宣
命
︵﹃
続
日
本
紀
﹄
天
応
元
年
︵
七
八
一
︶
四
月
辛
夘
条
︶
で
は
、﹁
天
皇
︿
我
﹀

御
命
︿
良
麻
等
﹀
詔
大
命
︿
乎
﹀
親
王
等
王
等
臣
等
百
官
︿
乃
﹀
人
等
天
下
公
民
衆

聞
食
︿
止
﹀
宣
。﹂
と
対
告
者
に
公
民
を
含
む
よ
う
に
な
り
、
平
安
時
代
の
﹁
譲
国

儀
﹂
で
は
門
外
と
は
い
え
六
位
以
下
の
官
人
も
参
集
す
る
よ
う
に
な
る
︵
藤
森
健
太

郎
﹁
八
世
紀
ま
で
の
即
位
儀
礼
と
朝
賀
儀
礼
﹂﹃
古
代
天
皇
の
即
位
儀
礼
﹄
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
五
頁
︶
と
は
言
え
、
孝
謙
譲
位
宣
命
の
対
告
者
に
天
下

公
民
が
含
ま
れ
ず
、
宣
告
の
対
象
が
五
位
以
上
で
あ
っ
た
の
は
重
要
な
問
題
で
あ

る
。
前
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
天
皇
即
位
が
群
臣
推
戴
か
ら
天
皇
の

意
思
に
よ
る
譲
位
に
転
換
す
る
に
あ
た
っ
て
、
即
位
宣
命
の
対
告
者
に
天
下
公
民
を

含
み
、
群
臣
の
首
長
と
し
て
の
天
皇
か
ら
う
公
民
を
含
む
良
民
共
同
体
の
首
長
と
し

て
の
天
皇
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
群
臣
を
超
越
し
た
権
威
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ

る
か
ら
で
あ
る
。
譲
位
の
意
思
は
、
新
天
皇
に
直
接
節
に
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
譲
位
宣
命
が
五
位
以
上
の
貴
族
を
対
象
と
し
た
こ
と
は
、
五
位
以
上
の
官

人
貴
族
の
天
皇
へ
の
人
格
的
な
依
存
に
よ
る
︵
坂
上
康
俊
﹁
古
代
の
法
と
慣
習
﹂﹃
岩

波
講
座　

日
本
通
史
﹄
第
3
巻　

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
二
一
〇
頁
︶
天
皇
と

五
位
以
上
貴
族
と
の
結
合
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
か
つ
て
の
天
皇
と

群
臣
と
の
関
係
へ
の
回
帰
で
は
あ
り
得
な
い
。
称
徳
天
皇
が
空
前
の
専
制
君
主
︵
吉

川
真
司
﹃
聖
武
天
皇
と
仏
都
平
城
京
﹄
講
談
社
、二
〇
一
一
年
、二
一
八
～
二
二
九
頁
︶

と
さ
れ
る
前
提
に
は
、
天
皇
の
貴
族
官
人
へ
の
権
威
の
拡
大
に
よ
る
結
合
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
結
合
は
、
後
の
摂
関
政
治
の
前
提
に
な
る
よ
う
に
、
天

皇
と
貴
族
官
人
の
国
家
機
構
を
通
じ
た
結
合
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
天
皇

の
政
治
権
力
の
行
使
が
一
個
の
人
格
に
よ
っ
て
掌
握
・
体
現
さ
れ
る
専
制
国
家
の
特

徴
に
よ
る
︵
石
母
田
正
﹃
日
本
の
古
代
国
家
﹄
石
母
田
正
著
作
集
三
巻
、岩
波
書
店
、

二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
七
一
年
、
二
一
一
頁
。︶
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

︵
13
︶ 

河
内
祥
輔
﹃
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六

年
、
二
二
九
～
二
三
四
頁
。

︵
14
︶ 

天
智
が
定
め
た
法
を
近
江
令
と
す
る
議
論
で
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
伊
野
部
重
一
郎
氏
︵﹁﹃
不
改
常
典
﹄
小
考
﹂﹃
続
日
本
紀
研
究
﹄

一
九
二
、一
九
七
七
年
︶
の
指
摘
で
あ
る
。

 

淳
和
即
位
宣
命
︵﹁
淳
和
天
皇
御
即
位
記
﹂﹃
続
群
書
類
従
﹄　

第
十
輯
下
︶
は
、

 

掛
畏
︿
岐
﹀
明
神
坐
。
倭
根
子
天
皇
︿
良
﹀
我
皇
︿
乃
﹀
此
天
日
嗣
高
座
之
業
︿
乎
﹀

掛
畏
︿
岐
﹀　

近
江
大
津
︿
乃
﹀
宮
︿
尓
﹀
御
宇
︿
之
﹀
天
皇
︿
乃
﹀
初
賜
︿
比
﹀

定
賜
︿
部
流
﹀
法
隨
︿
尓
﹀
仕
奉
︿
止
﹀
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
閉
婆
﹀

頂
︿
尓
﹀
受
賜
︿
利
﹀
懼
︿
利
﹀
進
︿
母
﹀
不
知
︿
尓
﹀
退
︿
母
﹀、、、恐
︿
美
﹀
坐
︿
久

止
﹀
宣
天
皇
勅
衆
聞
食
。

 

と
し
、
そ
の
意
味
は
﹁
嵯
峨
天
皇
が
、
天
つ
日
嗣
高
御
座
の
業
を
天
智
天
皇
が
定
め

た
法
の
随
に
仕
え
奉
れ
と
命
ぜ
ら
れ
懼
れ
畏
ま
っ
て
い
る
と
い
う
勅
を
聞
け
。﹂
と

考
え
ら
れ
る
。
桓
武
即
位
宣
命
が
﹁
被
賜
︿
弖
﹀
仕
奉
︿
止
﹀
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
閉
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婆
﹀﹂
と
す
る
の
に
対
し
て
、淳
和
即
位
宣
命
は
﹁
仕
奉
︿
止
﹀
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
比
﹀

授
賜
︿
閉
婆
﹀﹂
と
あ
り
、﹁
被
賜
︿
弖
﹀﹂
が
抜
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
伊
野
部
氏

は
、桓
武
即
位
宣
命
の
﹁
随
法
﹂
は
﹁
賜
﹂
に
直
接
か
か
り
、淳
和
即
位
宣
命
は
﹁
随

法
﹂
は
﹁
仕
奉
﹂
に
直
接
か
か
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
さ
ら
に
前
者
の
場
合
は

﹁
賜
﹂
で
あ
る
か
ら
﹁
法
﹂
は
皇
位
継
承
法
で
あ
り
、
後
者
の
﹁
仕
奉
﹂
の
場
合
の

﹁
法
﹂
は
天
皇
政
治
の
基
本
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。﹁
被
賜
︿
弖
﹀﹂
が

抜
け
た
の
は
、
譲
位
と
そ
れ
を
う
け
た
践
祚
儀
式
と
即
位
儀
式
が
明
確
に
分
離
し
た

こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
に
は
譲
位
と
即
位
が
同
時
に
行
わ
れ
た
と

思
わ
れ
、
譲
位
宣
命
と
即
位
宣
命
が
分
離
し
た
の
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
淳
仁
即
位

時
で
あ
る
。
さ
ら
に
譲
位
と
そ
れ
を
う
け
た
践
祚
・
受
禅
が
、
即
位
と
は
別
の
日
に

行
わ
れ
明
確
に
分
離
し
た
の
は
桓
武
即
位
時
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
平
城
譲
位

時
に
譲
位
の
儀
が
や
や
整
備
さ
れ
、
次
の
嵯
峨
譲
位
儀
に
い
た
っ
て
後
々
の
儀
式
書

に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
古
例
と
し
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
︵
注
︵
9
︶

論
文
︶。
譲
位
の
儀
式
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
即
位
宣
命
か
ら
譲

位
の
意
味
が
薄
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
被
賜
︿
弖
﹀﹂
が
抜
け
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て﹁
法
﹂が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
か
は﹁
仕

奉
﹂
の
内
容
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
後
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

︵
15
︶ 

文
武
即
位
宣
命
に
お
い
て
持
統
か
ら
文
武
へ
の
譲
位
は
、﹁
授
賜︿
比
﹀負
賜︿
布
﹀﹂

と
﹁
授
賜
﹂
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
聖
武
即
位
宣
命
に
お
い
て
も
元
明

か
ら
元
正
へ
の
譲
位
は
﹁
授
賜
﹂
が
使
わ
れ
て
い
る
。
淳
仁
即
位
宣
命
に
お
い
て

も
孝
謙
か
ら
淳
仁
へ
の
譲
位
は
﹁
此
之
仰
賜
︿
比
﹀
授
賜
︿
夫
﹀﹂
と
﹁
授
賜
﹂
が

つ
か
わ
れ
て
い
る
。
春
名
宏
昭
氏
︵﹁
太
上
天
皇
制
の
成
立
﹂﹃
史
学
雑
誌
﹄
九
九
―

二
、一
九
九
〇
年　

二
七
頁
︶
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
本
来
の
太
上
天
皇
制
の
下
で
の

天
皇
は
、
天
皇
位
を
新
天
皇
に
譲
る
と
同
時
に
太
上
天
皇
位
を
保
証
さ
れ
る
。
従
っ

て
、
結
果
と
し
て
は
、
譲
位
を
し
て
も
断
絶
す
る
こ
と
な
く
、
天
皇
大
権
を
終
身
保

持
で
き
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
加
藤
麻
子
氏
︵﹁
即
位
の
変
容
と
律
令
天
皇
制
﹂﹃
史

林
﹄
八
八
―
二
、二
〇
〇
五
年
、
二
一
頁
。︶
は
、
太
上
天
皇
は
、
天
皇
と
同
様
に
大

権
を
行
使
す
る
。
こ
れ
は
、
八
世
紀
に
は
、
天
皇
が
空
位
を
避
け
て
新
帝
即
位
ま
で

大
権
を
維
持
し
、
加
え
て
譲
位
儀
式
が
未
確
立
で
あ
っ
た
だ
め
、
天
皇
と
太
上
天
皇

と
の
間
に
明
確
な
線
引
き
が
さ
れ
ず
、
大
権
の
放
棄
が
明
確
で
な
か
っ
た
こ
と
に
関

係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
譲
位
し
た
後
も
、
太
上
天
皇
の
権
力
行
使

の
根
拠
は
天
皇
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
重
祚
し
た
称
徳
の
即
位
記
事
が

見
え
な
い
も
の
、
太
上
天
皇
と
天
皇
に
権
限
差
が
な
く
、
即
位
に
よ
り
、
大
権
発
動

を
改
め
て
示
す
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
元
明
即
位
宣

命
に
お
い
て
、﹁
関
︿
母
﹀
威
︿
岐
﹀
藤
原
宮
御
宇
倭
根
子
天
皇
丁
酉
八
月
︿
尓
﹀。

此
食
国
天
下
之
業
︿
乎
﹀
日
並
所
知
皇
太
子
之
嫡
子
。
今
御
宇
︿
豆
留
﹀
天
皇
︿
尓
﹀

授
賜
而
並
坐
而
。﹂﹁
授
賜
而
並
坐
﹂
と
さ
れ
て
い
る
︵
藤
堂
か
ほ
る
﹁
天
智
の
定
め

た
﹃
法
﹄
に
つ
い
て
﹂﹃
ヒ
ス
ト
リ
ア
﹄
一
六
九
、二
〇
〇
〇
年
、
三
〇
頁
︶
様
に
、

﹁
授
﹂
が
こ
う
し
た
前
天
皇
が
権
能
を
留
保
し
た
ま
ま
次
の
天
皇
を
即
位
さ
せ
る
こ

と
に
相
応
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
　

︵
16
︶ 
武
田
佐
知
子
氏
︵﹁﹃
不
改
常
典
﹄
に
つ
い
て
﹂﹃
日
本
歴
史
﹄
三
〇
九
、一
九
七
四

年　

五
八
頁
︶の
指
摘
す
る
よ
う
に
、厳
密
な
、よ
り
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
の﹁
不

改
常
典
﹂
は
四
例
あ
る
が
、
元
明
即
位
宣
命
中
の
二
例
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
聖
武

譲
位
宣
命
で
は
、
元
正
の
言
葉
の
中
に
引
か
れ
、
即
位
宣
命
に
は
元
正
の
詔
の
中
に
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元
明
の
言
葉
と
し
て
二
重
引
用
の
形
で
出
て
来
て
お
り
、
聖
武
は
そ
の
即
位
宣
命
や

譲
位
宣
命
の
地
の
文
で
は
使
用
し
て
い
な
い
。﹁
不
改
常
典
﹂
に
つ
い
て
の
議
論
が

収
束
し
な
い
一
つ
の
要
因
は
、﹁
不
改
常
典
﹂
の
語
句
が
本
来
は
元
明
天
皇
に
由
来

す
る
極
め
て
限
定
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
語
句
の
印
象
か

ら
普
遍
的
な
意
味
を
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

︵
17
︶ 

注
︵
9
︶
柳
沼
論
文
、
四
二
頁
。

︵
18
︶ 

柴
田
博
子
﹁
立
太
子
宣
命
に
み
え
る
﹃
食
国
法
﹄﹂﹃
日
本
古
代
国
家
の
展
開
﹄
上
、

思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
、
三
二
八
頁
。

︵
19
︶ 

森
田
悌
﹁
不
改
常
典
に
つ
い
て
﹂﹃
日
本
律
令
制
論
集
﹄
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
、
二
七
頁
。

︵
20
︶ 

堀
江
潔
﹁﹃
法
の
ま
に
ま
に
あ
る
べ
き
政
﹄
考
﹂﹃
日
本
史
研
究
﹄
五
三
〇
、

二
〇
〇
六
年
、
三
三
頁
。

︵
21
︶ 

石
母
田
正
前
掲
注
︵
12
︶﹃
日
本
の
古
代
国
家
﹄、
一
九
七
～
八
頁
。

︵
22
︶ ﹁
仕
奉
と
氏
・
職
位
﹂、﹁
古
代
王
権
と
政
事
﹂﹃
日
本
古
代
の
社
会
の
国
家
﹄、

一
九
九
六
年
、
初
出
と
も
に
一
九
八
六
年
、
八
〇
～
八
九
頁
。

︵
23
︶ 

天
皇
の
﹁
仕
奉
﹂
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
聖
武
即
位
宣
命
中
に
﹁
天
皇
大
命

恐
被
賜
仕
奉
者
拙
︿
久
﹀
劣
而
無
所
知
。
進
︿
母
﹀
不
知
退
︿
母
﹀
不
知
﹂、
孝
謙

即
位
宣
命
中
に
﹁
挂
畏
我
皇
天
皇
斯
天
日
嗣
高
御
座
︿
乃
﹀
業
︿
乎
﹀
受
賜
︿
弖
﹀

仕
奉
︿
止
﹀﹂
と
あ
る
。

︵
24
︶ ﹁
大
化
前
代
の
服
属
儀
礼
と
新
嘗
﹂﹃
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
﹄
塙
書
房
、

一
九
七
〇
年
、
初
出
一
九
六
二
年
、
四
四
頁
。

︵
25
︶ 

注
︵
18
︶
柴
田
論
文
、
三
一
九
頁
。

︵
26
︶ ﹁
違
勅
罪
の
歴
史
的
展
開
と
官
人
統
制
﹂﹃
成
蹊
大
学
経
済
学
部
論
集
﹄
第
四
一

集
一
号
、
二
〇
一
一
年
。
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